
化学（理科）
〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月2日実施分です。

内容 形式 配点 試験時間
Ⅰ 反応速度、熱化学 マークと記述を併用 25

80分
Ⅱ 無機化合物 マークと記述を併用 25
Ⅲ 有機化合物 マークと記述を併用 25
Ⅳ 合成高分子化合物 マークと記述を併用 25

合計 100

【学習のポイント】
・�高校で使用した「化学基礎」ならびに「化学」の教科書を今一度見渡し、全体としてどのような構成になっているかを確認すること。
・�無機物質・有機化合物・高分子化合物に関する部分では、それまでに学習した内容を利用して考えることが多い。教科書の前の方のペー
ジに戻って、もう一度内容を確認すること。

・�化学反応式や構造式は、自分の手で「書く」練習を積む必要がある。また、解答する際には、問題文の指示に注意し、それに従うこと。
・�物質名や化学式については、教科書に記載されている正確な表記法を身につける必要がある。
・�計算問題は、教科書の問題を解くなどして、ある程度「慣れる」ことも必要である。また、有効数字の取り扱いについては、教科書の
巻末部分に必ず記載されているので確認すること。

【出題の基本方針】
教科書の内容を十分に学習しておけば解答できる基礎学力を測る

ことを、基本方針とした。
高等学校で使用する「化学基礎」ならびに「化学」の教科書に記載

されている内容の範囲において、個々の基礎的な知識を問うととも
に、化学的な思考力や応用力の習熟度を試す問題を出題した。また、
実験を題材とした問題も積極的に取り入れ、受験生が自然現象を身
近に感じ、かつ、問題文の誘導に従えば化学の基礎知識を利用して
解答できるように工夫した。

生物（理科）
〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月2日実施分です。

内容 形式 配点 試験時間
Ⅰ タンパク質、遺伝子 マークと記述を併用 25

80分
Ⅱ 視覚、神経の興奮 マークと記述を併用 25
Ⅲ 植物の生殖、植物ホルモン マークと記述を併用 25
Ⅳ 生態系 マークと記述を併用 25

合計 100

【学習のポイント】
・�「生物」および「生物基礎」で学ぶ範囲は広く、内容は多岐にわたっているため、全体をむらなく学習することが重要である。生物に
関する現象は、それぞれ意味を有しているため、なぜそのような現象が起きるのか、原理を理解することがより深い学習につながる。

・�まずは教科書を中心とした学習に取り組んでもらいたい。応用的、発展的な問題も出題しているが、教科書に基づく授業内容を着実に
学習していれば、十分に解答できるものとなっている。

・�生物では一つ一つの現象や反応が独立して起こるのではなく、それらが相互に関連して大きく「生命」として体系化されていることが
多い。断片的な基礎知識を習得するだけでなく、それらがどのように体系化されているのかを考える習慣をつけてもらいたい。

・�実験データを図表から読み取る力や、自分の考えを論理的に文章にまとめる力をぜひ養ってもらいたい。
・�文章の作成にあたっては、少なくとも自分で読み返し、意図をしっかり伝えられているかを検証する習慣を、身につけてもらいたい。

【出題の基本方針】
「生物」および「生物基礎」で学ぶ総合的な知識を問うと共に、習得
した知識を理解し論理的に思考する力についても問う内容とした。
教科書に書かれている基本的な知識を確実に習得し、それを活か

した論理的な思考力と科学的な表現力を有する受験生を選抜するこ
とを目指した。また、図、表からデータを読み取る力や実験に関す
る文章を読んで解答を導き出す力を試した。

経営学部で学ぶ感性
〈出題内容・形式・配点〉

内容 形式 配点 試験時間
Ⅰ 論述 記述 30

120分Ⅱ 論述 記述 30
Ⅲ�論述 記述 40

合計 100

【学習のポイント】
・�「知的好奇心」「観察力」「洞察力」「発想力」の深度を深めること、与えられた題材（文章や図）の背景や意図を読み解く能力を養うこ
と。経営学部の入試だからと言って必ずしも「経営や経済」に関する事柄に限る必要はないが、日頃から様々な身の回りの物事、新聞
やニュースの報道や出来事の内面や背景（複雑な要因や構造）を想像する思考力を培う。高校の学修内容をベースに社会の出来事に関
心を持ち、疑問に感じたことを自らの感性を踏まえてじっくりと深く「調べる」もしくは「考える」習慣を持ち、そうした知的好奇心
を通じて蓄積された知識を論理的に述べる練習が必要である。

・�自らの見解を論理的に限られた字数で述べる力である「文章表現力」を培う。自らの考えや解釈を論理的に整理してまとめていく力も
必要であるが、高等学校修了までに学ぶ語彙や漢字、および文章の書き方といった基本的な学習も押さえておく必要がある。

【出題の基本方針】
本入試は高等学校修了を前提とする受験生の幅広い「知識、知的

好奇心、観察力、洞察力、発想力、構想力、表現力（文章表現力）」といっ
た複合的で総合的な能力を確認することが目的である。したがって、
与えられた題材（文章や図）の背景や意図を読み解き、そこに受験生
の有する「知識」「知的好奇心」「観察力」「洞察力」「発想力」といっ
た感性を交えた自らの主体的な見解を論理的に整理し（構想力）、そ
の内容を他者に具体的かつ明快に伝える「文章表現力」を評価して
いる。
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